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問題と目的
カウンセリングにおいて非言語的コミュニ
ケーションは、重要な役割を果たす。熟練し
たカウンセラーは相手のしぐさや表情から多
くのことを理解し（玉瀬、2008）、非言語的
コミュニケーションを上手く用いているので
はないかと考えられる。　しかし、従来カウン
セリングの評価研究では、非言語的コミュニ
ケー ショ ンに は、 あ まり注意を向け られ
て こなかっ た(Nagaoka,  Yoshikawa,  &
Komori,  2006)。
小森・長岡（2010）は、移動相互相関分析
を用いて、心理臨床的対話におけるクライエ
ントとカウンセラーの身体動作の関係を映像
解析により定量的に明らかにしている。その
結果、高評価事例は低評価事例に比べ身体動
作の相関が高く、カウンセラーの身体動作は
クライエントの身体動作の0.5秒後に起こる
傾向かおることがわかった。　しかし、この研
究では表情の同調に関しては言及されていな
い。表情の中でも、笑顔が特に同調されやす
い と い わ れてお り （ 市 川 ・牧 野、2004;
Gump  &  Kulik, 1997; Hinsz &  Tomhave,
1991)、心理臨床面接の中でも、笑顔は受容
的な役割を果たすと考えられる。カウンセリ
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ングにおいて、 クライエントがポジティブな
話をすることは、脳科学の観点から脳内のポ
ジティブな連合を強める為に有効と考えられ
ている
(Ivey, A. 、Ivey,  M.B. 、Zalaquett,  &
Quirk,  2009)。
そこで本研究では、表情の中でも笑顔に焦
点をあて、話を聞く役（以降、聞き手と呼ぶ）
と話をする役（以降、話し手と呼ぶ）の笑顔
度の相互影響過程をポジティブな話について
語ってもらうロールプレイングにおいて検討
し、心理臨床面接経験によって話の聞き方に
どのような違いがみられるのかを明らかにする
ことを目的とする。笑顔度を測る為に、㈱オム
ロ ンの 独 自 の顔 セ ン シ ン グ技 術OKAO
Vision が搭載された ス゛マイルスキャン″を
用いて、笑顔度を測定する。本装置を用いる
ことで、笑顔度を客観的かつ定量的に非接触
で測定することが出来ると考えられる。
方法
実験時期　2010年５月～10月
実験協力者　実験協力者は、10人であった。
話を聞く役（聞き手）と話をする役（話し手）
に分け５ヶ－ス設けた。聞き手役を、約40年
間のカウンセリング実務経験を有する男性カ
ウンセラーＡ、約８年間のカウンセリング実
務経験を有する女性カウンセラーＢ、約10年
間の電話相談と約２年間のカウンセリング実
務経験を有する女性カウンセラーＣの臨床心
理上計３名と、女性の臨床心理学専攻大学院
生Ｄ１名、心理学科の大学生女性Ｅ１名に行っ
てもらった。話し手役を、５名の大学生に行っ
てもらった。
手続き　話し手役にはポジティブな話（い
くつかのテーマ（嬉しかった話、楽しかった
話、興味のある話・好きなことの話、前向き
になれた話にうちの１つ）を話してもらい、
聞き手役にはその話を約10 分程度受容・共感
的に聞いてもらった。
分析方法　移動相互相関分析を行った。
分析対象　 はじめの１分と話が深まったと
思われる重要な部分（重要な部分と呼ぶ）
結果と考察
巾開始の時はケースＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの
全聞き手が話し手より笑顔度が高かった。聞
き手が話し手を笑顔で迎え、話し手に受容的
な姿勢を示すことで、話し手に安心感を与え
話しやすい環境を作ったと考えられる。
②臨床心理上の３人と心理臨床面接のトレー
ニング中である大学院生のケースＡ・Ｂ・Ｃ・
Ｄでは、同調傾向を示していた。一方、トレー
ニングを受けていない学部生のケースＥは全
体的に、同調傾向が認められず、臨床経験に
よって違いがみられた。このことは、心理臨
床面接のトレーニングトレーニングの有無で、
話の聞き方において、傾聴の姿勢や共感の示
し方に違いが出たといえる。
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(3)はじめの１分において、経験年数が多い
聞き手のケースＡ・Ｂでは、聞き手と話し手
が同調し合っており、聞き手の笑顔度が話し
手より先に上昇・低下し、話し手をリードし
ているところがみられた。また、このことは、
心理臨床面接経験の長い聞き手は話し手に合
わせつつも、聞き手が話し手より先にリード
し、ラホールを築くための働きかけを行った
と考えられる。
(4)はじめの１分におけるケースＣ・Ｄと、
重要な部分における全体的なケースＡ・Ｂ・
Ｃ・Ｄの傾向として、ケースＢでは後半聞き
手の笑顔度が話し手より先に低下するところ
も見られたが、聞き手は話し手の後に続いて
笑顔度が上昇・低下していた。このことは、
臨床心理上３人と心理臨床面接のトレーニン
グを受けているケースＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの聞き
手は全体的に話し手中心の立場で共感的な姿
勢を示したといえる。
(5)聞き手内の傾向として、ケースＡ・Ｃ・
Ｄにおいて、重要な部分では、初めの１分よ
りも遅れ時開か広い領域に相関が示された。
本研究おいて話がポジティブに深まった重要
な部分では、相手の快感情に共感した結果と
して、表情を示しそれが送り手に伝わり笑顔
が持続したのではないかと考えられる。
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